




Experim巴nt昌Iresearch regarding alkalization restraint of the permeable pavement that utilized a granulated slag 
山田真吾 T 匂建部英博tt 
By Shingo YAお1ADA，HidehiroTATEBE 
Abstrac! : The present pavement is structure that does not infiltrate a rain waler. Reason thal prevents a 
bearing capacity decrease of a subbase/subgrade by the infiltration of water. A granulated slag occurs as 
a by-product， when a pig iron is manufactured. A granulated slag demonstrates a latent hydraulic property 
byan alkalinity stimul且tion.A sublease and subgrade Ihat has the sufficient permeability， without causing 
a strength decrease by the infiltration of water by this can be produced. But， water that passed following 
Ihe influence of an alkalinity stimulation medicine shows strong alkalinity. It is conceivable that this 
exerts a bad influenc巴 onenvironment. The purpose of this research is 10 reslrain the alkalization of water 
passed a subbase and subgrad巴ー Examiningthe combination of an alkalinity stimulation medicine that adds 
it 10 a granulat巴dslag it is 10 maintain sufficient strength and permeability. It is eXamlnlllg about 














































で厚さ 75mmになるように締め固め 3 含水比を 11%

















































RM2.5%，含水比 11%のもの p 水砕スラグ 95%，消
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は， すべて CBR値で 85%以上を示しており，十分





配合併) 通水開始時 pH9.0時の流量 pH8.6時の流量 CBR値
消石灰 RM pH (e) w (%) 
4.0 1.0 12.4 20.0 35.0 88.3 
3.0 2.0 12.3 17.4 25.0 92.7 
2.5 2.5 11.8 11.0 20.0 96.3 
2.0 3.0 12.4 9.0 22.0 95.0 
1.0 4.0 12.0 12.0 22.5 87.0 
すべての配合において水道水の pHが一定でないこと
から 3 確実な傾向を読み取ることは難しいが 3 通水開
始時はpH12付近であり 9 生石灰を使用した配合と同






















石灰2.5%，RM2.5%の配合に石膏を 1%添加し 3 水砕
スラグを 94%として 3 含水比 11%，3層 42回突きで









配合に 3 石膏を 2%添加して水砕スラグ 93%，R M5%， 
石膏2%，含水比 11%で配合し 3層42回突きで締め固
め，空中 7日養生で石膏を添加しないものと比較する
ため p 同様に CBR試験を行った。結果を表-3に示す.
表-3 RMと石膏の効果
水砕スラグ (%)IRM(%) I石膏(%) 1 CBR値(%)
15 I 0 I 54 
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表-4 通水試験結果と空中 7日養生時の CBR値
配合併) 通水開始時 pH9.0時の流量 pH8.6時の流量 CBRj直
消石灰 RM pH 。) (1) (%) 
4.0 1.0 12.4 20.0 35.0 88.3 
3.0 2.0 12.3 17.4 25.0 92.7 
2.5 2.5 11.8 11.0 20.0 96.3 
2.0 3.0 12.4 9.0 22.0 95.0 
1.0 4.0 12.0 12.0 22.5 87.0 
消石灰，生石灰を使用した配合は通水開始時の
pHがすべて 12付近で目標値であるpH8目6時の流量は
最も少ないものでも 20Ji要しているが 9 微粉砕した水
砕スラグに石膏を添加した配合は通水開始時の pHは
10.6， pH9.0時の流量においても 3.5Ji， pH8.6時の
流量は 8.5Jiと大きく改善されている.生石灰配合にお
ける路盤。路床層を通過した雨水は 9 通常 1ヶ月以上











































し，養生日数を 1，4， 7， 10， 14日の空中養生とした@
結果を図-8に示す E 図・8より p 水砕スラグ 93%，RM 
5%，石膏 2%の配合で製作した改良路床は突き固め回
数が 17回(乾燥密度:1.47g/cm3) と少なくても， 4 
日の養生期間で満たすことができる。突き固め回数回
回(乾燥密度:1.59g/cm2)においてはョ下層路盤の規
格{色修正 CBR30%以上を 1日養生で満たし， 7日養
生することで，上層路盤の規定値，修正 CBR80%を
満たす。締め固め回数が少なくても養生期闘が長くな
















































































































改良路床は 1日の養生で CBR値 30%に達する乾燥
密度1.59g/cm3 (連続空隙率:33%)において時間排
? ? ? ? ? ? ?
?
???






















































CBR = J!:，CB町 +h2CBRJ+hnCBR.'_l… (2)n 
'" I 100 I 
CBRm : m地点の CBR

















計測した a 改良路床と砕石路盤を 3層 42回突きで締




保水能力の評価9 . 3 











































であった e 図・14より砕石路盤は， 1つの空隙が大き
いため 9 空中放置後 1時間において急激に排水し，水
の空隙占有率が 20%まで低下したのに対し p改良路床
は，砕石路盤よりも大きな空隙率を持っているが， 1 





E =100xCBR 。 (3)4) 
弾性係数と等値換算係数の換算式は以下のようになる.
円=0.313x logA + 0.616 …(4) 4) 




養生日数 lCBR 弾性係数 3D 
l 18.5 1850 0.39 
4 51.3 5130 0.53 
7 98.0 98∞ 0.61 
10 128.2 12820 0.65 
14 131目。 13100 0.65 




従来の設計 推定等値換算係数によ 推定等値換算係数による設計路床改良なし る設計路床改良あり
表l審+基層 15 15 15 
上層路盤 25 (阻 0.61)34 (an=0.61) 21 
下層路盤 25 (四=0.53)8 (an=0.53) 20 (改良路床)
全体施工厚 65 57 56 
TA 35 35 28 



























Qa =_ーす=:-= 1.01y / min = 526kly / yr… (6)町
2:ra L 2 
C11y = lcal / cm2) 




光の遮断等を考慮し p 日照時間を 8時間と仮定すると 9
1日当りの単位面積当たりの熱量は 3
1.0 x 60 x 8 = 480cal/ cm2 … (7) 5) 
よって，名古屋市の舗装面積が受ける熱量は


















においても 3 単位面積当たりの水の残留量は 1.0cm3
水砕スラグを利用した透水性舗装のアルカリ化抑制に関する実験的研究 149 
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